




目的 

受動免疫を併用した能動免疫による種々の母子間感染予防法を施行してきたが、いずれの

投与法でも 3～10%の HBV キャリアーへの移行が認められる。キャリアー移行例の背景因子

を検討することでより有効な予防法を確立する。 


